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研究成果の概要（和文）：現代日本人の間に潜在する社会意識の分断をデータ内在的に解明するとともに、それ
と人々の政治行動の対応関係を経験的に明らかにするために、大規模なweb調査を実施し、そのデータを分析し
たところ、以下の3つの知見が得られた。第一に、人々の社会意識のありかたを類型化したところ、従来の「保
守-リベラル」という観点からは十分に捉えることができない「社会意識の分断」が見出された。第二に、上記
の分析の結果として解明された「社会意識の分断」と回答者の投票行動の間には明確な対応関係があることも明
らかになった。第三に、社会意識の類型によって市民参加のパターンも異なることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to examine the relationship between the 
diffrentiation of social attitude and political behaviours in contemporary Japan. This study 
conducted four web surveys and analyzed the data. Findings of this study are as follows. Firstly, 
when we categorized people's social attitudes based on latent class analysis, we found a “
differentiation of social attiyude” that could not be fully captured from the conventional 
perspective of “conservative-liberal”. Secondly, it was also revealed that there is a clear 
relationship between the “differentiation of social attitude” and the voting behavior of the 
respondents. Thirdly, it was revealed that the pattern of civic participation also differs depending
 on the category of social attitude.

研究分野： 計量社会学

キーワード： 社会意識　政治社会学　投票行動　市民参加　潜在クラス分析
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「社会意識の分断」とそれに対応する政治行動の差異化という知見から、現代の日本政治についての新たな像が
描出できた、ということが、本研究の政治社会学という研究分野に対する貢献である。人々の社会意識を計量的
に分析することで、「リベラル-保守」あるいは「革新-保守」という従来の分断に加え、社会的投資国家の是非
をめぐる新たな分断」を明らかにした。そして、人々の政治行動を分析することを通じて、従来型の分断は、
人々の投票行動や市民参加を通じて、政治の場に反映されるが、社会的投資国家の是非をめぐる新たな分断につ
いては、それに対応する政治勢力がないために、政治の場に必ずしも反映されないことも明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
従来の政治社会学は社会経済的地位の分断に着目して人々の政治行動を説明してきた（e.g. 

Lipset and Rokkan 1967）。そこでは、（1）社会経済的地位によって人々の追求する政治的利益
が異なり、（2）人々は「保守-革新」というイデオロギー上の対立軸を手がかりに自身の利益と
マッチする政党を探索し支持する、という説明図式が採用されている（蒲島・竹中 2012）。しか
し、近年の日本の政治行動に関わる経験的知見は従来の政治社会学の説明図式と大きく矛盾す
る。第一に、現代日本において、社会経済的地位よりも経済的自由主義やナショナリズムといっ
た社会意識のほうが政治行動に対する影響力が強い（田辺 2019）。第二に、世代間で「保守-革
新」の意味合いが異なり、現在の若年層はこの対立軸に沿って政治を理解・評価していないこと
が経験的に明らかにされている（遠藤・ジョウ 2019）。 
 従来の政治社会学の枠組みが有効性を失う中で、現代の日本人の政治行動をよりよく説明す
るためにどのような理論を構築すればよいのだろうか。これが本研究の核心的な問いであり、
「現代の日本人の政治行動を理解するには社会経済的地位よりも社会意識の分断に着目すべき
である」というのが本研究の理論仮説である。 
 現代社会により適合的な政治社会学を再構築するためには、①代表性の高い調査データを用
いて、②人々の間に潜在する社会意識の分断を記述するとともに、③その社会意識の分断と人々
の政治行動（投票行動、政党支持、市民参加など）がどのような関連にあるのかを解明すること
を通じて、④社会意識の分断が日本政治に与える影響を考察するような、新しい研究が必要であ
る。 
 
２．研究の目的 
 本研究の第一の目的は、代表性の高いデータセットを用いて、現代日本人の間に潜在する社会
意識の分断をデータ内在的に解明するとともに、それと人々の政治行動の対応関係を経験的に
明らかにすることである。ここでは、社会意識変数を対象に潜在クラス分析（McCutcheon 1987）
という統計分析を適用することで、「保守-リベラル」のように研究者が理論上想定する対立軸で
はなく、データのもつ情報を活用して社会意識上の分断を解明する。具体的には、望ましい社会
像や選好する政策の類似性をもとに潜在クラス分析により人々を類型化することで、人々の間
の社会意識上の分断を明らかにする。その上で、社会意識類型と政治行動（投票行動、政党支持、
社会運動参加など）の関連を検討する。 
 本研究の第二の目的は、本研究の分析結果を社会意識論、社会運動論、政治学、政治・経済思
想という異なる観点から解釈することで、社会意識の分断が日本政治に及ぼす影響を説明する
新たな理論を構築することである。ここでは、社会意識類型と各政党の立場との対応関係を検討
するとともに、社会意識類型を政治・経済思想の中に意味づけることで、日本社会における社会
意識の分断が今後の日本政治にどのような影響を与えうるのかを考察する。 
 
３．研究の方法 
 研究目的を達成するために、本研究は大規模な web 調査を 4回にわたって、実施した。 
 第一の web 調査は 20～69 歳の男女 6600 名を対象に、2020 年 10 月下旬に実施したものであ
り、人口推計をもとに、性別、年代、居住地域について割付を行った。2022 年度実施の本調査の
予備調査として、人々の間に潜在する社会意識の分断を析出するために必要となる社会意識変
数を検討するために実施した。この調査では、理想とする社会像（将来世代への投資についての
価値観、普遍主義的態度）、少子化政策への選好、従来的な保守-革新の対立軸（平和主義、日米
安全保障条約、従軍慰安婦問題、天皇制）への評価、保守-リベラルについての自己認知、とい
った社会意識に関わる変数とともに、回答者の社会経済的地位なども測定した。 
 第二のweb調査は18～79歳の男女7000名を対象に、2022年 7月中旬に実施したものであり、
この調査においても、人口推計をもとに、性別、年代、居住地域について割付を行った。この調
査は人々の間の社会意識の分断と投票行動の関連を検討するために実施した。2020 年度実施の
予備調査の分析結果をもとに、「人々に対する望ましい政府の支援のありかた」を軸に人々の社
会意識を測定した上で、参議院選挙での投票行動（投票の有無、投票先の政党、投票時に重視し
た政策など）、消費行動なども測定した。 
 第三の web 調査は 18～79 歳の男女 13000 名を対象に、2023 年 1 月上旬に実施したものであ
り、この調査においても、人口推計をもとに、性別、年代、居住地域について割付を行った。こ
の調査は人々の間の社会意識の分断と市民参加の関連を検討するために実施した。2022 年 7 月
実施の web 調査と同様に「人々に対する望ましい政府の支援のありかた」を軸に人々の社会意識
を測定した上で、市民活動への参加経験、市民活動への評価などを測定した。 
 第四のweb調査は20～79歳の男女9000名を対象に、2024年 2月上旬に実施したものであり、
この調査においても、人口推計をもとに、性別、年代、居住地域について割付を行った。この調
査は人々の間の社会意識の分断と地球環境問題についての意識の関連を検討するために実施し
た。「人々に対する望ましい政府の支援のありかた」を軸に人々の社会意識を測定した上で、地



球温暖化問題や持続可能な成長についての意識や環境配慮行動についても測定した。 
 
４．研究成果 
 以上の 4つの web 調査を統計分析したところ、以下の 3つの知見が得られた。 
 第一に、「人々に対する望ましい政府の支援のありかた」を軸に人々の社会意識を測定した上
で、潜在クラス分析という統計分析を用いて、人々の社会意識のありかたを類型化したところ、
従来の「保守-リベラル」という観点からは十分に捉えることができない「社会意識の分断」が
見出された。潜在クラス分析の結果、「社会的投資型（人的資本重視）」、「社会的投資型（経済成
長重視）」、「福祉志向型（弱者支援重視）」、「福祉志向型（国家成長重視）」、「リバタリアン型（国
家成長重視）」、「リバタリアン型（政治的無関心）」という 6つの社会意識の類型が抽出されたの
だが、ここでは「社会福祉を国家が担うのか（福祉志向型）、それとも、市場に任せるのか（リ
バタリアン型）」という福祉国家をめぐる従来の「リベラル-保守」の対立軸に加え、「国家によ
る福祉政策を人々の成長可能性への投資として支持するのか（社会的投資型）、それとも、福祉
政策を社会的投資としては支持しないのか（福祉志向型、リバタリアン型）」という新しい対立
軸も見出された。特に、「福祉政策を社会的投資として支持するかどうか」という新たな対立軸
は、近年の福祉国家の変容によって新たに生じたものとして、政治理論的にも興味深いものとい
える。また、ここで抽出された 6 つの類型は日本における従来的な「革新-保守」という対立軸
とも強く関連するものではなかった。「福祉志向型（弱者支援重視）」は憲法 9条の改正にも日米
安保体制にも反対する傾向があるという点で「革新」的な傾向があるのに対し、「福祉志向型（国
家成長重視）」および「リバタリアン型（国家成長重視）」は憲法 9条の改正を望み、日米安保体
制を重視するという点で（日本的な意味で）「保守」的な傾向があるが、「社会的投資型（人的資
本重視）」・「社会的投資型（経済成長重視）」・「リバタリアン型（政治的無関心）」は憲法 9 条に
ついても日米安保体制についても中立的な態度をとる点で保革対立軸に強くコミットしていな
かった。本研究の知見として得られた政治意識の類型は従来型の保革対立軸にコミットするグ
ループがいる一方で、それにコミットしていないグループも存在することも明示している点に
おいても、現代政治を理解する上で意義深いものといえよう。 
 第二に、上記の分析の結果として解明された「社会意識の分断」と回答者の投票行動の間には
明確な対応関係があることも明らかになった。他の類型と比較した場合、「社会的投資型（経済
成長重視）」・「福祉志向型（国家成長重視）」・「リバタリアン型（国家成長重視）」・「リバタリア
ン型（政治的無関心）」は選挙区でも比例区でも自民党に投票する傾向があり、「福祉志向型（弱
者支援重視）」は立憲民主党や共産党に投票する傾向があり、「社会的投資型（人的資本重視）」
は国民民主党や日本維新の会に投票する傾向があった。また、支持政党については、「福祉志向
型（国家成長重視）」および「リバタリアン型（国家成長重視）」は普段から自民党を支持してい
るものが多く、「福祉志向型（弱者支援重視）」は支持なし層の割合も高いものの、他の類型と比
較した場合、立憲民主党や共産党といった左派政党を支持しているものの割合も高い。一方、「社
会的投資型（人的資本重視）」・「社会的投資型（経済成長重視）」・「リバタリアン型（政治的無関
心）」は支持なし層が主流である。加えて、投票時に重視した政策についても類型ごとに異なる
のだが、「社会的投資型（人的資本重視）」は政党や候補者の掲げる政策を考慮した上で投票先を
選ぶ傾向が強い。 
 第三に、社会意識の類型によって市民参加のパターンも異なることが明らかになった。参加水
準はそこまで高くないものの、他の類型と比較した場合、「福祉志向型（弱者支援重視）」はデモ
参加、政治家や公務員へのアドボカシー、社会的・政治的活動への寄付といった伝統的な市民参
加を行う傾向があり、「福祉志向型（国家成長重視）」は紙での署名活動を行う傾向があった。ま
た、「社会的投資型（人的資本重視）」はボランティア活動への参加水準が顕著に高かった。一方、
「社会的投資型（経済成長重視）」・「リバタリアン型（国家成長重視）」、「リバタリアン型（政治
的無関心）」はあらゆるタイプの市民参加の水準が低い。以上の結果は、「政治意識の分断」が市
民参加の領域においても分断をもたらしていることを示している。 
 以上の知見は、政治社会学という研究分野に次の 3点で貢献するものである。 
 第一に、「人々に対する望ましい政府の支援のありかた」を軸に人々の社会意識を測定し、潜
在クラス分析という統計分析を行うことで、現代日本人の間に潜在する「社会意識の分断」の可
視化を行った、という貢献である。ここでは、従来型の「リベラル-保守」あるいは「革新-保守」
とも異なる新たな対立軸として、「国家による福祉政策を人々の成長可能性への投資として支持
するのか、それとも、福祉政策を社会的投資としては支持しないのか」というものが見出された。 
第二に、上記の「社会意識の分断」と人々の投票行動および市民参加のパターンの間には対応

関係が存在することも明らかにした、という貢献である。潜在クラス分析によって社会意識の類
型として 6 つのものが抽出されたが、類型ごとにその投票行動や市民参加のありかたが異なる
ことも web 調査の統計分析から明らかになった。 
第三に、「社会意識の分断」とそれに対応する政治行動の差異化という知見から、現代の日本

政治についての新たな像が描出される、という貢献である。一方で、従来の政治的対立軸、すな
わち、福祉国家の存在意義をめぐる「リベラル-保守」という対立軸、そして、憲法 9 条および
安全保障体制をめぐる「革新-保守」という対立軸は複雑に交差しながら、これらの対立軸にコ
ミットする人々の投票行動や伝統的な市民参加を通じて、政治の場に反映されている。他方で、
「福祉政策を社会的投資として支持するかどうか」という社会意識上の新たな対立軸が現出し



ているにもかかわらず、その対立軸に対応するような政治勢力が出現していないために（実際、
「社会的投資型（人的資本重視）」・「社会的投資型（経済成長重視）」は支持なし層が主流）、こ
の対立軸は政治には必ずしも反映されていない。日本においては「第三の道」（Giddens 1998）
以降の福祉国家の変容は人々の社会的な価値観には影響を与えつつも、その価値観を政治に反
映するための回路が十分なかたちでは整っていない、というのが本研究の知見の重要な含意で
ある。 
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